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【公開日】平成26年10月2日(2014.10.2)
【年通号数】公開・登録公報2014-054
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【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｂ  37/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  49/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｂ   37/08     　　　Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月21日(2017.2.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記一般式（１）で表される単位からなる重合体を含む化合物であって、
　下記一般式（１）中、Ｒ１は、単位ごとにそれぞれ独立であって、
　前記重合体中、一般式（１）におけるＲ１として下記一般式（２）または下記一般式（
２５）を有する単位、および下記一般式（３）を有する単位をそれぞれ１以上含むことを
特徴とする化合物、

【化１】
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【化２】

【化３】

【化４】

　ただし、上記一般式（２）、上記一般式（３）及び上記一般式（２５）においてＬは単
位ごとにそれぞれ独立であるリンカーを表し、＊は上記一般式（１）中のＮとの結合部位
を指し、上記一般式（３）においてＲ２はＨ、ＯＨ、ＯＭｅ、ＮＨ２、およびＣＯＯＨの
いずれかであり、ｋは２０以上２００以下の整数である。
【請求項２】
　前記重合体中、Ｒ１として前記一般式（２）または前記一般式（２５）を有する単位の
数をｘ、前記重合体の全単位の数をＮとしたときに、ｘ，Ｎが下記式（１）の関係を満た
すことを特徴とする請求項１に記載の化合物。
　　０．１３＜ｘ／Ｎ≦０．７８　　式（１）
【請求項３】
　前記一般式（１）で表される単位からなる重合体を含む化合物であって、
　前記一般式（１）中、Ｒ１は、単位ごとにそれぞれ独立であって、
　Ｒ１は下記一般式（２）から（５）、下記一般式（２５）及び一般式（２９）より選ば
れ、
　前記重合体は、少なくとも一般式（２）または一般式（２５）、および一般式（３）を
Ｒ１として有する単位をそれぞれ１以上含むことを特徴とする化合物、
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【化５】

【化６】

【化７】

【化８】

【化９】
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【化１０】

【化１１】

　ただし、一般式（２）から（５）、一般式（２５）及び一般式（２９）においてＬは単
位ごとにそれぞれ独立であるリンカーを表し、＊は一般式（１）中のＮとの結合部位を指
し、
一般式（３）においてＲ２はＨ、ＯＨ、ＯＭｅ、ＮＨ２、およびＣＯＯＨのいずれかであ
り、ｋは２０以上２００以下の整数であり、
一般式（５）においてＲ３はＮ３、Ｈ、ＣＨ３、ＮＨ２、ＳＨ、ＣＯＯＨのいずれかであ
る。
【請求項４】
　重合体中、一般式（２）または一般式（２５）をＲ１として有する単位の数をｘ、一般
式（３）をＲ１として有する単位の数をｙ、一般式（４）または一般式（２９）をＲ１と
して有する単位の数をｚとしたときに、ｘ，ｙ，ｚが下記式（２）の関係を満たすことを
特徴とする請求項３に記載の化合物。
　　０．１３＜ｘ／（ｘ＋ｙ＋ｚ）≦０．７８　　式（２）
【請求項５】
　重合体中、一般式（４）または一般式（２９）をＲ１として有する単位を少なくとも１
つ含むことを特徴とする請求項３または４のいずれかに記載の化合物。
【請求項６】
　一般式（６）から（９）、一般式（２８）及び一般式（３０）のいずれかで表わされる
単位からなる重合体を含む化合物であって、前記重合体は一般式（６）または一般式（２
８）、および一般式（７）で表わされる単位をそれぞれ１以上含むことを特徴とする化合
物。
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【化１２】

【化１３】
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【化１４】

【化１５】

【化１６】



(7) JP 2014-185333 A5 2017.3.30

【化１７】

【請求項７】
　前記重合体中、一般式（６）または一般式（２８）で表わされる単位の数をｘ、一般式
（７）で表わされる単位の数をｙ、一般式（８）または一般式（９）または一般式（３０
）で表わされる単位の数をｚとしたときに、ｘ、ｙ、ｚが下記式（２）の関係を満たすこ
とを特徴とする請求項６に記載の化合物。
　　０．１３＜ｘ／（ｘ＋ｙ＋ｚ）≦０．７８　式（２）
【請求項８】
　一般式（１）で表される単位からなる重合体を主鎖として有する化合物であって、
Ｒ１は単位ごとに独立であって、
　Ｒ１がＩＣＧ類縁体である下記一般式（１）で表わされる単位と、Ｒ１が両親媒性分子
である下記一般式（１）で表わされる単位とを、いずれも含む化合物、

【化１８】

ただし、ＩＣＧ類縁体をＲ１に有する単位の数をｘ、重合体の全単位の数をＮとしたとき
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に、
ｘ，Ｎは下記式（１）の関係を満たす。
　　０．１３＜ｘ／Ｎ≦０．７８　…式（１）
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれか１項に記載の化合物を有する粒子。
【請求項１０】
　請求項１乃至８のいずれか１項に記載の化合物および分散媒を有することを特徴とする
光音響イメージング用造影剤。
【請求項１１】
　粒子の平均粒径が１０ｎｍ以上１８０ｎｍ以下であることを特徴とする請求項９に記載
の粒子。
【請求項１２】
　請求項９に記載の粒子と、粒子の分散媒とを有することを特徴とする光音響イメージン
グ用造影剤。
【請求項１３】
　ポリエチレングリコールの存在下で、ＩＣＧ誘導体とヒアルロン酸を反応させることを
特徴とするヒアルロン酸誘導体の製造方法。
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